


初任校：岡崎市立梅園小学校
２０１２年～ユネスコスクールに加盟し
たことをきっかけにＥＳＤと出会う
【梅園小でのテーマ】
環境学習・防災・被災地交流など

ユネスコスクール交流会に参加した児童の様子



２校目：岡崎市立新香山中学校
総合主任としてコーディネート
【新香山中でのテーマ】
地域に根差した環境学習・共生など

豊田市に近く中山間地に位置する



一年間の総合的な学習の時間の様子が
ＮＨＫの番組に紹介される



日米教員交流に参加

 日本から１０名、アメリカから１０名の仲間が集まる



アメリカの教育について…

キーワード①

教室内における「多様性」

キーワード②

カリキュラムにおける

「多様性」
ノースカロライナ州立大学 エミー・ガレット・ディカーズ教授



キーワード①

教室内における多様性…

○TC Williams High School・公立高校では

・校内にいる生徒の出身国が４０～５０か国

・ヒスパニック系の生徒も多いが、もはやマイノリティーがマイノ

リティーではなくなっている

・英語を母国語としない生徒は「国際アカデミーコース」に通う

言語に頼らないので、必然的に体験中心の授業となる





キーワード②

カリキュラムにおける多様性…

○Janney Elementary School・公立小学校では

・理科教育に特化した学校

・４・５歳の子どもたちに対して、牛乳にレモンを加えて

凝固する内容の授業を行う。

→この実験の中で、数や観察から美術の概念を習得していく

・小学校１年生の児童に「カエルの生体膜をデザインしよう」

という授業を行う。





まとめ

学校訪問から見えてきたＥＳＤ・環境学習

○日米を比較して・・・

日本にあって、アメリカにはない「総合的な学習の時間」
 アメリカでは、教科授業の中での「ＥＳＤ」という考え方が中心。そのために、

理科の学習で「ＥＳＤ」や環境学習に取り組んでいる。

「導入」の違い
 実践発表の日米比較をした時に、「導入」の捉え方に大きな違いがあることを感

じた。特に、日本では小・中学校で、子どもの動機づけに力を入れているのだと

感じた。

郡を挙げた環境学習
 環境学習施設が、群全体のカリキュラムを提案するなど、大きな役割を担っていた。

また、環境学習では成果が重視されているという印象も受けた。



現任校：岡崎市立羽根小学校
ＳＤＧｓの視点でまちを見つめ直す
【羽根小でのテーマ】
ＳＤＧｓ・誰もが住みやすい町づくり

小学校６年生で実践したテーマ





新香山中学校での実践はこちらにも反映されています




